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「新
校
舎
建
設
」
の
知
ら
せ
を
受
け
て
、
急
き
ょ
、
長
倉
代
表
に
代
わ
っ
て

現
地
入
り
す
る
こ
と
に
な
っ
た
比
留
川
と
森
で
す
が
、
カ
ブ
ー
ル
在
住
の
安

井
さ
ん
の
全
面
的
な
ご
協
力
の
も
と
、
無
事
、
現
地
訪
間
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
以
下
、
現
地
で
収
集
し
た
情
報
を
２
回
に
分
け
て
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

新
校
舎
建
設
に
つ
い
て

サ
フ
ダ
ル
校
長
の
話
に
よ
る
と
、

国
が
８
万
米
ド
ル
の
予
算
を
計
上
し
、

現
校
舎
の
近
く
に
土
地
を
買
い
上
げ

て
新
校
合
を
建
設
す
る
予
定
で
、
現

校
合
も
継
続
し
て
使
用
さ
れ
る
と
の

こ
と
で
す
。
ま
だ
設
計
図
も
な
く
建

設
会
社
も
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

年
内
の
完
成
を
目
指
す
よ
う
で
す
。

建
設
場
所
は
、
学
校
の
す
ぐ
上
の
橋

を
渡
っ
た
と
こ
ろ
、
川
沿
い
の
土
地

Ｇ
ｕＳ
×
獣
じ
。
会
報
７
号
に
掲
載

の

「山
の
学
校
大
図
解
」
の
イ
ラ
ス

ト
に
も
描
か
れ
て
い
る
く
ら
い
近
い

と
こ
ろ
に
あ
る
土
地
で
す
が
、
ど
こ

ま
で
平
ら
に
整
地
で
き
る
の
か
と
思

う
ほ
ど
の
急
斜
面
で
す
。

新
校
合
に
は
６
教
室
が
で
き
る
予

定
。
現
校
舎
の
６
教
室
十
職
員
室
兼

図
書
室
と
合
わ
せ
て
ポ
ー
ラ
ン
デ
小

・

中
学
校
と
な
り
盆
（学
）、
１
年
生
か

ら
９
年
生
ま
で
が
学
ぶ
予
定
で
す
。

昨
年
ま
で
は
６
年
生
ま
で
が
共
学
で

現
校
舎
で
勉
強
し
、
７
年
生
か
ら
は

男
子
は
下
の
町

（バ
ザ
ラ
ッ
ク
）
の

中
学
校

へ
、
女
子
だ
け
の
７
年
生
と

９
年
生
は
少
し
離
れ
た
臨
時
の
別
棟

で
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

女
子
９
年
生
は
卒
業
、
７
年
生
は
学

年
成
立
に
必
要
な
最
少
生
徒
数
の
１２

名
を
下
回
っ
た
た
め
に
解
散
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た

（別
棟
は
閉
鎖
）
。

今
年
度
は
１
年
生
か
ら
７
年
生

（す

べ
て
共
学
）
な
の
で
現
校
舎
で
は
１

教
室
足
り
ず
、
２
年
生
が
コ
ン
テ
ナ

を
教
室
に
し
て
い
ま
す
。
鉄
の
コ
ン

テ
ナ
リ
扉
を
開
け
放
し
て
中
に
机
を

並
べ
て
勉
強
し
て
い
ま
す
が
、
ポ
ー

ラ
ン
デ
は
寒
暖
厳
し
く
、
コ
ン
テ
ナ

で
の
勉
強
は
過
酷
で
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
、
突
然
の
知
ら
せ
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
新
校
舎
建
設
と
い

う
政
府
に
よ
る
具
体
的
な
復
興
案
が

浮
上
し
た
こ
と
を
喜
ば
し
く
思
い
ま

す
。
た
だ
、
施
工
計
画
は
い
ま
だ
見

え
な
い
部
分
も
多
く
、
今
後
の
進
行

を
慎
重
に
見
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

教
員
不
足
と
先
生
方
の
頑
張
り

現
在
、
山
の
学
校
の
教
職
員
は
、

教
員
が
校
長
を
含
め
て
８
名
、
用
務

員
が
３
名
の
計
１１
名
。
用
務
員
３
名

は
３
交
代
で
夜
警
も
務
め
て
い
ま
す
。

現
７
年
生
が
９
年
生
に
な
る
２
年
後

に
は
９
学
年
と
な
り
、
明
ら
か
に
教

員
不
足
で
す
。
教
育
省
の
規
定
で
は

こ
の
規
模
の
学
校
に
は
教
員
１２
名
と

用
務
員
４
名
、
計
１６
名
が
必
要
な
の

で
す
が
、
政
府
に
補
充
を
要
請
し
て

も

「全
国
で
１
万
数
千
名
も
不
足
し

て
い
る
か
ら
要
請
に
応
え
る
に
は
４０

年
か
か
る
」
と
の
返
答
で
、
す
ぐ
の

補
充
は
見
込
め
ま
せ
ん

（も
ち
ろ
ん

継
続
し
て
要
請
し
て
い
き
ま
す
）
。

先
生
方
は

「山
の
学
校
の
会
の
支

援
で
一展
っ
て
も
ら
う
に
し
て
も
相
当

な
額
が
か
か
る
だ
ろ
う
か
ら
、
自
分

た
ち
で
な
ん
と
か
す
る
し
か
な
い
」

と
少
な
い
人
数
で
頑
張
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
実
際
、
先
生
方
は
昨
年
夏

の
現
地
訪
問
時
に
手
配
し
た
２
日
間

の
研
修
の
ほ
か
、
冬
に
１
か
月
間
、

バ
ザ
ラ
ッ
ク
で
実
施
さ
れ
た
研
修
に

参
加
し
て
、
そ
の
成
果
が
授
業
に
も

反
映
さ
れ
、
手
応
え
を
感
じ
て
い
る

よ
う
で
す
。

「今
ま
で
は
生
徒
に
復

唱
さ
せ
る
だ
け
だ

っ
た
が
、
今
は
生

徒
に
読
ま
せ
て
先
生
が
チ
ェ
ツ
ク
す

る
方
法
を
採
る
よ
う
に
な
っ
た
」
、

「グ
ル
ー
プ
学
習
を
導
入
し
、
グ

ル
ー
．プ
商
で
競
わ
せ
る
こ
と
も
あ
る
」
、

「生
徒
た
ち
が
興
味
を
持
て
る
よ

う
に
、
教
師
み
ん
な
で
工
夫
す
る

よ
う
に
な
っ
た
」
と
口
々
に
話
し
、

子
ど
も
た
ち
も

「
以
前
よ
り
授
業

が
分
か
り
や
す
く
な

っ
た
」
と
喜

ん
で
い
ま
す
。

教
員
研
修
の
支
援

そ
う
し
た
折
に
、
政
府
か
ら
山
の

学
校
の
教
員
全
員
に
対
し
て
パ
ン
シ

ー
ル
大
学
で
こ
の
春
か
ら
実
施
さ
れ

る
３
年
間
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
ヘ
の

参
加
要
請
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
こ

れ
は
、
教
育
省
で
推
進
す
る
現
職
教

員
向
け
研
修
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
環

で
、
修
了
す
る
と
大
学
か
ら
正
規
証

明
書
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
大
学
は
バ

ザ
ラ
ッ
ク
か
ら
車
で
カ
ブ
ー
ル
方
面

に
１
時
間
ほ
ど
の
ダ
シ
ュ
タ
ッ
ク
と

い
う
町
に
あ
り
、
授
業
は
３
年
間
、

毎
日
午
後
１
時
半
か
ら
で
す

（山
の

学
校
の
授
業
は
１２
時
ま
で
）
。

受
講
す
る
た
め
の
問
題
は
交
通
手

段
。
女
性
教
師
２
名
と
コ
ー
ラ
ン

・

イ
ス
ラ
ム
を
教
え
る
高
齢
の
先
生
を

除
く
５
名
の
先
生
方
が

「交
通
手
段

さ
え
確
保
で
き
れ
ば
受
講
し
た
い
」

と
希
望
し
て
い
ま
す
。
先
生
方
の
頑

張
り
は
子
ど
も
た
ち
の
学
習
意
欲
を

高
め
、
学
力
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
よ
う
や
く
国
が
動
き
出
し
て

与
え
て
く
れ
た
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
私

た
ち
は
会
と
し
て
先
生
方
が
ぜ
ひ

こ
の
機
会
を
生
か
せ
る
よ
う
に
教

員
研
修
受
講

の
手
助
け
を
し
た
い

と
思
い
、
通
学
の
便
宜
を
は
か
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
交
通
手
段
と
し
て
先
生
方
や

安
井
さ
ん
と
い
ろ
い
ろ
検
討
し
た
結

果
、
山
の
学
校
の
車
と
モ
ー
タ
ー
バ

イ
ク
ー
台
を
併
用
す
る
こ
と
に
な
り
、

中
古
バ
イ
ク

（６
１
０
ド
ル
）
を
購

入
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
バ
ザ

ラ
ッ
ク
～
ダ
シ
ュ
タ
ツ
ク
間
は
山
の

学
校
の
車
を
使
用
。
行
き
は
山
の
学

校
か
ら
大
学
ま
で
車
で
行
け
ま
す
が
、

帰
り
は
車
庫

の
あ
る
バ
ザ
ラ
ッ
ク

ま
で
な
の
で
、
ポ
ー
ラ
ン
デ
近
辺
に

住
む
２
人
の
先
生
が
バ
イ
ク
を
使

用
し
ま
す
。

バ
イ
ク
併
用
の
最
大
の
理
由
は
、

車
だ
け
を
使
用
す
る
場
合
と
比
べ
て

ガ
ソ
リ
ン
代
と
車
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

費
を
大
幅
に
抑
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
ポ
ー
ラ
ン
デ
に
バ
イ
ク
が
あ

れ
ば
、
緊
急
時
に
バ
ザ
ラ
ッ
ク
に
あ

る
車
の
出
動
要
請
に
走
る
な
ど
の
対

応
も
可
能
で
す
。
ガ
ソ
リ
ン
代
は
月

４
０
０
ド
ル
増

（見
込
み
）
に
な
り

ま
す
が
、
原
則
と
し
て
領
収
書
を
も

と
に
後
払
い
と
す
る
こ
と
に
し
て
、

安
井
さ
ん
に
お
預
け
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
給
与
支
援
を

一
人
に
つ
き

月
額
で
１０
ド
ル
増
額
す
る
こ
と
も

決
め
ま
し
た
。
物
価
上
昇
が
非
常
に

激
し
く
、
特
に
主
食
で
あ
る
小
麦
粉

の
高
騰
は
想
像
以
上
で
、
先
生
の
給

与
だ
け
で
は
家
族
の
小
麦
粉
１
か

月
分
も
買
え
な
い
状
況
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
考
慮
し
、
給
与

支
援
の
増
額
を
決
め
た
次
第
で
す
。

文
／
森
桂
子
、
写
真
／
比
留
川
征
子

次
回
は
子
ど
も
た
ち
の
様
子
や
図
書

に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。



昨年、公式訪間の一員として初めて山の学校を訪れた

運営委員 。高橋美香が綴る、

アフガエスタンの子どもたちへの思い一―

あの出で 世界で一番の
実顔に出会つた

今まで遠い異国だと思っていた国が、人との出会いによっ

て急に身近に感じることがある。長倉代表の写真を通じて出

会った山の学校の子どもたちの笑顔が、アフガニスタンを身

近な国へと変えてくれた。とりわけ、会報第 7号 の表紙の写真、

家の手伝いのせいかカサカサになった手で握った、貰ったば

かりの新しい筆箱を手にしたあのマリナの微笑みは衝撃的

ですらあった。いつかこの子の笑顔に出会いたい…、遂に昨

年の訪間で念願が叶うことになった。

初めて子どもたちと対面した日、こちらは度々目にする代

表の写真で、みんなのことをすっかり知った気になっている

ため、3年 生の教室でマリナを見つけて「ああ、マリナ～、元

気 ?Jと 旧知の間柄のように声をかけてしまった。当然マリ

ナは戸惑い顔。その様子を見て長倉代表が大笑い。でも、これ

がきっかけでマリナは休み時間のたびに少しずつ、少しずつ

近づいて来てくれるようになった。

マリナは、この学校の先生でもあるムハンマ ド・ホラム先

生の第四子。お姉ちゃんのアズィザ、ザルミナ(5年生)、アズィ

マ(4年 生)、弟のナウィー ド(2年生)とともに山の学校に通

う3年 生。さらにその下に未就学のマリヤムという妹と、ザー

ヘル、ズィヤという弟がいる。マリナの家族が暮らす家は、山

の学校から15分ほど下った集落にある。切り立った崖にへば

りつくようにして建っている家々を崖の下から眺めると、こ

んな小さな子どもたちがよく通ってきているものだと、心の

底から感心する。山の学校を訪問してから3日 日、実際にこ

の崖を登ってマリナの家に遊びに行 くこと

になった。同行者は、通訳のオマールとドラ

イバーのアクバル。

低学年の授業が終わり、マリナたちと歩い

て家に向かおうとすると、オマールが「ミカ、

俺もう疲れちゃったよ。車に乗って行こうぜ」

と言う。代表の目が届かなくなると、楽ばかり

したがるヤツの悪い癖だ。「分かつた。じゃあ、

マリナの家の近くの子みんな乗せていくぞ～ !」

と言うと、オマールからそう告げられた子ど

もたちが、大歓声を上げながら車に乗り込ん

でくる。荷台にまでざっしり乗つた子どもた

ちと賑やかに数分間の ドライブ。崖の下に車

を止めて、集落の子どもたちと崖を登る。子

どもたちは息も切らさず軽々と。情けないのは私と都会育ち

のオマール。あっという間に置いていかれる。

山の傾斜に建てられた家に着くと、ちょうど集落の用水路

の修復について話し合いが行われていた。10家族が暮らすこ

の集落は、ほとんどが近い親族同士。各家庭がお金を出し合

い修復の費用を分担する。寄り合いが終わったところで、昼

食を御馳走になる。この日のメニューはごはん、ナン、ゆで卵、

生野菜サラダ、ポテトのトマ ト煮込み、ヨーグル トだった。客

用に設えられた席にはお父さんのホラム先生、先生のお姉さ

ん、オマール、アクバル、私が車座になって多めのおかずを盛

られる。少し離れた所に設えられた子どもたちの席にはおか

ずが少ないのが目に入った。子どもを8人 抱えてホラム先生

の家はあまり豊かではないと聞かされていたので、無理を言っ

て押しかけたことを申し訳なく思う。オマールに、失礼にあ

たらないか尋ねてもらって、私のためにたくさん盛られたお

かずの皿を持って、子どもたちの輸の中に入って一緒に食ベ

る。食後のお茶を飲みながら、日本から買っていったチョコレー

トを取り出し、子どもたちと学校や日々の暮らしや好きなも

のの話をする。

マリナの生活は、朝 6時 に起きて羊や牛の世話。7時 半に

登校、12時半に帰宅して夕方まで宿題、家の手伝い、小さな子

のお守り、お客さんの接待などをする。何もない時は大木にく

くり付けられた大好きなブランコで遊んだり、昼寝をしたり

する。夕方 5時 頃水汲みをし家畜を家に連れ戻したあと、お母

さんのお手伝い。8時 に夕食、9時 に就寝という一日だそうだ。

実際に水汲みと、家畜の世話に付き合うが、小さな体で大きく

て大事な仕事を担っているんだなと思う。学校生活の中だけ

ではなく、家族の一員、集落の一員として生きていく大切なこ

とを日々学んでいる子どもたち。そんな姿がまぶしかった。

「じゃあ、今日はありがとう。帰るね」と告げると、家の外ま

で見送りに出てきて、何度も何度も上から「今日はお家に遊

びに来てくれてありがと～ 1」と大きく手を振ってくれるア

ズィマとマリナ。割れた窓は強風ではためくビニールシー ト

で覆われ、その窓の外にはピンクの花の鉢植えが置いてあっ

た。この花が風で揺られるのを、窓からマリナが眺めていた

光景が忘れられない。つましい暮らしの中にも、花で彩られ

た家族の心の余裕を垣間見た気がした。

山の学校訪間の最終日、新システムでの本の貸し出しが行

われ、さっそくお気に入りの「さんびきのやぎJの本を借りた

マリナ。その本を嬉しそうにお父さんに見せるマリナと、娘

のお気に入りの一冊を微突みながら愛しそうにめくるホラ

ム先生と、二人の間にある一冊の本が織 りな

す トライアングル。その美しさに息が詰まった。

「うちには余裕はないけれど、子どもたちがいて、

家族が一緒に暮らせる。それが私には一番大

切なこと」。ホラム先生の言葉の意味が分かっ

た瞬間でもあった。厳しく、優しく、愛情深い

おとなたちのもとで育っている山の子どもたち。

みんなの笑顔の輝きのわけが、実感として分かっ

た気がした。この輝きが、決して消えませんよ

うに。

長倉代表とマスードの出会いが繁いでくれた、

私たちと子どもたちとの出会い。この繋がりが

ますます大きく、深くなるようみんなで手を繋

お気に入りの本についてお父さんに話すマリナ

いでいきましょう。 文。写真/高 橋美香



広
が
れ
！
パ
ネ
ル
展
の
わ

千
広
島
県
福
山
市
　
ア
フ
ガ
エ
ス
タ

ン
山
の
学
校
写
真
・絵
展
示

４

月

８

日

～

５

月

２

日

「我

々
は
奉
仕
す
る
」
の
合
言
葉

の

も
と
、
広
島
県
福
山
市
で
活
動
し
て
い

る
、
福
山
久
松
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で

す
。
△
「
年
の
４
月
で
結
成
以
来
２５
周
年

を
迎
え
、
記
念
事
業
と
し
て
台
湾
屏
東

欣
欣
獅
子
会
と
合
同
で
、
山
の
学
校

ヘ

車

１
台
寄
贈
と
長
倉
様

の
写
真
と
子

ど
も
た
ち
の
絵
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

福
山
市
役
所
回
ビ
ー
で
は
、
大
変
多

く
の
市
民
の
方

々
に
見
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
山
で

は
地
元

ニ
ュ
ー

ス
に
も
取
り
上
げ

て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
覧
に
な
ら
れ
た
方
か
ら
、
東
可
付
金

の
申
し
出
や
、
毛
布
等
の
受
付
は
や

っ

て
も
ら
え
な
い
の
か
？
な
ど
色

々
な

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
も

一
重
に
長
倉
様
を
は
じ
め

ス
タ

ッ
フ
の
皆
様

の
ご
協
力
と
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
（福
山
久
松
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ

，上
回
喜
清
さ
ん
）

や
大
阪
府
河
内
長
野
市２
月

２２

・
２３

日

２
月
２３
日
、
長
倉
洋
海
さ
ん
の
ス
ラ

イ
ド
ト
ー
ク
の
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ク
．２３
日
の
両
日
は
、パ
ネ
ル
展
と
、チ
ャ

リ
テ
ィ
展
と
し
て
タ
シ
ャ
コ
ー
ル
（
ア

フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
山
の
学
校
支
援
の
会

へ
の
寄
付
を
目
的
と
す
る
会
）
の
メ
ン

バ
ー
と
そ
こ
に
つ
な
が
る
人
た
ち
の

絵
画
、
書
、
織
物
等
の
展
示
、
販
売
を
行

い
ま
し
た
。

ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク
に
は
予
想
を
上

回
る
た
く
さ
ん
の
人
が
来

て
く
だ
さ

り
、
講
演
後
は
長
倉
さ
ん
と
の
交
流
の

場
も
も

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
展
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
展
の
ほ
う

も
盛
況
で
多
く
の
方

の
ご
協
力
を

い

た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ア
フ
ガ

ニ

ス
タ
ン
の
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
温

か
い
心
を
感
じ
た
２
日
間
で
し
た
。

（タ
シ
ャ
コ
ー
ル
・大
崎
宏
子
さ
ん
）

☆
チ
ャ
リ
テ
ィ
展
の
売
り
上
げ
な
ど

３７
万
７
９
４
３
円
の
ご
寄
付
を

い
た

だ
き
ま
し
た
。

ポ
ー
ラ
ン
デ
の
小
さ
な
伸
聞
た
寄ジ
ャ
ン
・
ア
ガ
く
ん

（
１０
歳
）
４
年

　

．

ア
フ
マ
ド
・
ヌ
ー
ル
く
ん

（写
真
／
高
橋
美
香
、
比
留
川
征
子
）

大
和
中
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

よ
り
■
寄
付
＆
初
・運
営
委
員
ス

ラ
イ
ド
ト
ー
ク

３
月
、
神
奈
川
県

の
大
和
中

国
十

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
社
会
奉
仕
委
員
会
様

よ
り
、
本
会

の
活
動
支
援

の
た
め
に

１
５
０
９
木
ド
ル
を
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
支
援
金
は
、
毎
年
新
入

生
た
ち
に
配
布
す
る
リ

ュ
ッ
ク
サ

ッ

ク
と
、
緊
急
連
絡

用
携
帯
衛
星
電
話

の
購
入
に
充
て
ら
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
今

回
の
お
話
を
受
け
、
３
月

６
日
に
開
催
さ
れ
た
同
ク
ラ
ブ
例
会

に
て
ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク
を
行
い
ま
し

た
。
長
倉
代
表
に
代
わ
り
、
△
”
回
は
運

営
委
員
の
森
、
古
同
橋
、佐
々
木
が
赴
き
、

山
の
学
校

の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を

皆
様
に
ご
紹
介
。
初
の
運
営
委
員
に
よ

る
ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク
と
な
り
ま
し
た
。

目
囲
同
回
□

●
２
０
０
８
年
度
分
割
会
費
の
郵
便
振

替
用
紙
を
同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
、
指
定
期
日
ま
で
に
納
入
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
不
要
切
手
と
書
き
損
じ
は
が
き
を

ま
た
多
数
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

早
速
今
回
の
会
報
送
料
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
引
き
続
き
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
福
山
久
松
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

と
大
和
中

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
の

ご
支
援
に
対
し
て
本
会
か
ら
感
謝
状

を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

●
住
所
変
更
を
さ
れ
た
場
合
は
必
ず

事
務
局
に
ご
連
絡
を
お
願
い
た
し
ま
す
。

「オマールと日本のオマ十ルて
友だちのために描きました」

トホ°! ぶ`            宅 ばP●市
電岳電ユ)ヵ解

フ
ァ
ト
ナ
ち
ゃ
ん

（
１１
歳
）
４
年

サ
ー
レ
く
ん

（
１１
歳
）
４
年

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

の
輪
を
ひ
ろ
げ
て
い

き
ま
せ
ん
か
？
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
で
も
パ

ネ
ル
展
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
　

ヽ
Ａ
地
碑

【
レ
ン
タ
ル
料
金
】

‐５
枚
　
１
万
円

３０
枚
　
１
万
５
千
円

パ
ネ
ル
に
加
え
て
、
山
の
学
校
の
子
ど
も

た
ち
が
描
い
た
絵
な
ど
無
料
で
お
貸
し
で

き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（セ
歳
）
４
年

「オマール(長倉代表)」


